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1 はじめに
近年, PCを用いた演習・実習が, 教育現場にて多く導
入されている [1]. PCを用いた演習・実習は, 多くの学
生が個別の進度で課題を進めるため, 教員 1人での指導
は困難である. そのため, TA(Teaching Assistant)を演
習・実習時に参加させることで学生の課題の進捗状況の
把握, 学生への個別の指導を行っている. その際, 教員
や TA間の学生の課題の進捗状況の共有と, 共有された
課題の進捗状況の管理を行うことが求められる. 本研究
では, 学生の演習・実習時の課題の進捗状況をリアルタ
イムに共有し, 管理できるシステムの構築を行う．

2 演習・実習時における課題進捗状況のリア
ルタイム共有・管理システム

2.1 現在の課題進捗状況の共有・管理

現在の演習・実習は, 学生が個別に課題に取り組み,

教員や TAが机間巡回を行うことで, 課題の進捗状況の
把握・共有を行っている [2]. しかし, 教員と TA間で学
生の課題の進捗状況に関するリアルタイムな共有が出
来ず, 学生が課題を達成した時間や 1つ 1つの課題の詳
細な出来具合が分からない. また, 学生の課題に対する
コメントがある場合にその共有を行うことが出来ない.

2.2 xAPI, LRS

xAPI(Experience API)とは, 学習履歴を LRSへ書き
込み,必要な際に読み出すための規格である. xAPIのス
テートメントを保存するための場所としてLRS(Learning

Record Store)が必要となる. LRSとは, xAPIに準拠
した学習履歴を保存するためのシステムである. システ
ム間の相互運用に優れており, 複数のシステムの実行や
別のシステムへのデータ転送を行える.

2.3 演習・実習時における課題進捗状況のリアルタイ

ム共有・管理システムの提案

本研究では, 演習・実習時における課題の進捗状況を
リアルタイムで共有・管理するシステムを構築する. 課
題の進捗状況のリアルタイムで共有・管理を行うため
に, 授業時間中はデータベースに進捗状況を保存するこ
とで共有を行い, 授業時間終了時に, データベースに保
存された進捗状況を xAPI形式で LRSに送信すること
で, 進捗状況の管理を行う. これにより, 教員や TAが
課題の評価を入力すると, リアルタイムで課題の進捗状
況の共有が行われ, 学生が課題を達成した時間や 1つ 1

つの課題の詳細な出来具合を知ることが可能となる. ま
た, 学生の課題に対する教員や TAのコメントも共有で
きるようにする. さらに, LRSに保存されている学習履
歴から分析が可能となる.

3 システムの実装
2.3で記載した機能を持つシステムの構築を行った. シ

ステムの構築には, HTML5, CSS, JavaScriptを用いた.

動作環境として, LMS(Learning Management System)

はMoodle3.3, LRSは Learning Locker v2を使用した.

このシステムでは,学生全員の評価を行うための画面 (図
1左画面), 学生個々の課題に対する評価, チェックされ
た日時, コメントを記載し, 共有するための画面（図 1

中央画面）, 学生の過去の課題に対する評価を閲覧する
ための画面（図 1右画面）がある. システムに教員や
TAがログインすることで, 学生に関する情報を反映し
たシステム画面にアクセスすることができる. 課題に
対する評価やコメントを入力することで, データベース
に入力された学生に関する課題の進捗状況が送信され
る. データベースには, 学生の情報, 評価, 時刻, チェッ
クした教員またはTAの情報, コメント内容が保存され,

データベース上のこれらの情報をブラウザ上に反映さ
せる. 授業終了時に, データベースに保存された進捗状
況を xAPI形式で LRSに送信する.

図 1 システム画面

4 まとめ
本研究では, 学生の演習・実習時の課題の進捗状況を

リアルタイムで共有・管理できるシステムの構築を行っ
た. 今後, 実際の実習・演習でシステムを用いた評価を
行う予定である.
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